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相談支援マニュアル

の項目の精錬

内容の検討

がん相談支援セン

ター相談員マニュア

ル［堺市二次医療圏

版］の作成

地域で情報共有

・マニュアルの配布

・3/12シンポジウム
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平成27年度 堺市医療圏ネットワーク協議会

がん相談支援分科会
《背景》

多種多様な相談内容に
対し、各施設が独自。対応
は、相談員個々のスキルに
任されていた。

１. がん相談支援センター機能の均てん化への取り組み

相談支援マニュアルの項目（一部を抜粋）
3/12 シンポジウムポスター



２.堺市がんサポート事業

患者会の活動

定例会の開催 会員同士の交流や学習を目的に2ヶ月に1回程度開催。毎回60名程度の会員が参加。
・5/31 第1回患者会総会
・9/27 定例会（於；堺市立総合医療センターにて）講演会と交流会
・11/29 定例会（於；大阪労災病院にて）講演会と交流会
・1/31 定例会（於；ベルランド病院にて）落語会と交流会
・3/13（予定） 定例会（於；近畿中央胸部疾患センター）コンサートと交流会

会報の発行 会員同士の交流や情報ツールとして、3ヶ月に1回発行。拠点病院及び公共機関に配架。
8月に第1号、11月に第2号を発行。第3号の発刊準備中。

ホームページの
開設

患者会専用のホームページを、入会案内や、患者会の情報、拠点病院の情報を得られるよ
うなホームページとして準備中。

ピア・サポー
ターの養成

7/5に、「ピア・サポートリーダーリーダー（＝患者サロンでのファシリテーターの役割
を担う）」研修開催。11名が受講。
患者会定例会や各病院のサロンで活躍している。次年度も開催予定。

会議等 毎月1回、4団体（患者会/行政/労災病院・堺総合医療センター）の代表者が集まり、事業
推進のために実務者会議を開催。会議を積み重ねることで、強固な連携がとれている。

平成27年3月22日、
堺市がん患者会「よりそい」設立

会員が通院している医療機関 平成27年9月 平成28年2月

大阪労災病院 20名 31名

堺市立総合医療センター 39名 46名

ベルランド総合病院 3名 5名

近畿中央胸部疾患センター 8名 8名

その他、堺市内の医療機関など 19名 30名

合計人数 89名 120名

会員の居住地 人数

堺市 111名

河内長野市 2名

松原市 1名

高石市 1名

大阪市 5名

合計人数 120名

会員数の
推移 → 会員の

居住地 →
（平成28年2月）



がん検診分科会平成27年度活動報告

• 地域住民への啓蒙
– 「がん検診」について公開講座開催

• 中区（H27/12/11）、東区（H28/1/25）

• 堺市医師会
–講演会開催（H27/10/29)

• 検診の重要性、精検の報告など

• 堺市
– 「がん検診」受診のポスター作製（2部）

– 「乳がん」、「子宮がん」のリーフレット作成

がん検診分科会：ベルランド総合病院 梁 尚志



平成28年度活動予定

• 地域住民への啓蒙

– 「がん検診」について公開講座開催

• 堺市各区

• 堺市

– 「五大がん」のリーフレット完成

がん検診分科会：ベルランド総合病院 梁 尚志



緩和ケア分科会

堺市立
総合医療
センター

大阪労災
病院

近畿中央
胸部疾患
センター

ベルランド
総合病院

堺市医師会

堺市

堺市医療圏 がん診療ネットワーク協議会

情報公開

教育・啓発

新たな連携体制の構築
ホップ

ステップ

ジャンプ



堺市在宅緩和ケアマップ
の公開/更新

院内/施設間/
地域での勉強会・
講演会の開催

堺市緩和ケア

ネットワークマップ

の作成

①情報公開

②教育・啓発

③新たな連携体制の構築



堺市医療圏 がん診療ネットワーク協議会

地域連携パス分科会
平成27年度の取組み

1) 連携パスの導入実績の向上
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地域がん診療連携拠点病院における

H27年度上半期の実績

胃癌 大腸癌 乳癌 肺癌 肝癌

堺市におけるがん地域連携パスの導入件数



PDCAサイクルの実行
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聞取り調査による
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患者対象満足度調査

かかりつけ医対象
アンケート調査

H27年9月-

2)連携パスの評価

連携医療機関287施設に無記名

投函式のアンケート調査を実
施。

160施設(63.2%)より回答

次年度、連携パスの改訂へ(胃癌、肺癌パスVer.2)


